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１．はじめに 

近年の東日本大震災や大型台風などの災害による被災地

域での復興および 2020年の東京オリンピック開催に向けて

整備されるインフラをはじめとして，コンクリート製品の

重要性は今後ますます高まるものと想定される．こうした

コンクリート製品においては生産性の向上に対するニーズ

が高く，凝結や硬化性状を促進する硬化促進剤/早強剤に対

する関心が高まっている． 

既に著者らは，コンクリートの生産の効率化や合理化を

図ることを目的に C-S-H 系早強剤（ACX）1), 2)および新規高

性能減水剤（SPA）3)を開発し，これらの凝結・硬化促進効

果についてそれぞれ報告した． 

本稿では引き続き，従来の高性能減水剤（SPC）を対比と

して，SPA および ACX を併用したコンクリートの凝結促

進・強度増進効果について検討した． 

２．試験概要 

試験水準は，W/C，高性能減水剤の種類，ACX 使用量お

よび養生条件をパラメータとして，凝結・硬化促進効果を

検討した．混和剤以外の使用材料を表-1 に，コンクリート

の配合を表-2 に示す．試験温度は 20℃とし，所要のスラン

プ（12±2.5cm），空気量（2.0±0.5%）を満足するように高

性能減水剤の使用量を調整した．試験項目は，スランプ（JIS 

A 1101:2005），空気量（JIS A 1128:2005），ブリーディング量

（JIS A 1123:2012），凝結時間（JIS A 1147:2007）および圧縮

強度（JIS A 1108:2006）とした．養生条件

は標準養生と図-1 に示した蒸気養生であ

る． 

３．試験結果 

ブリーディング量を図－2 に示す．SPC

に比べて SPA のブリーディング量がやや

低減される傾向にあった．また，SPA と

ACX を添加した場合には，W/C=50%の

ACX:C×2%で僅かにブリーディングが

W/C s/a 単位量 (kg/m3) 高性能減水剤 ACX

(%) (%) W C S G 種類 (C×%) (C×%)

40 47.0 160 400 843 975 

SPC 0.85 0 

SPA 

0.90 0 

0.80 2 

0.65 4 

45 48.0 160 356 880 975 

SPC 0.80 0 

SPA 

0.85 0 

0.75 2 

0.60 4 

50 48.8 160 320 908 975 

SPC 0.70 0 

SPA 

0.78 0 

0.68 2 

0.55 4 

材料 種類および物理的性質 

練混ぜ水 上水道水 

セメント 普通ポルトランドセメント（密度: 3.16g/cm3） 

細骨材 大井川水系陸砂（表乾密度: 2.59g/cm3，FM: 2.57） 

粗骨材 青梅産硬質砂岩砕石（表乾密度: 2.65g/cm3，MS: 20mm）
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確認されたものの，その他の系ではブリーディングが発生せずに大幅なブリーディングの抑制効果が確認された． 

凝結時間を図-3 に示す．いずれの W/C においても ACX の使用量の増加に伴い始発は早く，始発から終結に至る

までの時間は短くなる傾向にあった．また，W/C=40～50%程度の領域における凝結促進効果は概ね同等であった． 

圧縮強度試験結果を図-4, 5 に，SPA および ACX を使用した系の SPC に対する強度差を図-6, 7 に示す．SPA は

SPC よりも材齢 1 日以前の初期強度が高くなり，既報 3)と同様であった．また，その後も強度の増進効果が高く，

長期強度発現性に優れることが確認された．SPA と ACX を併用した場合，SPA, ACX 両者の特長が組み合わされ，

SPC 単味に対して初期強度の増進効果が非常に高く，その後も長期強度の増進効果が大きい結果であった．特に，

W/C が低くなる程，材齢の経過に伴う強度増進効果に優れ，W/C=40%において蒸気養生：14d，標準養生：28d 以

降の圧縮強度が SPC 単味に比べて 10N/mm2以上高くなった． 

４．まとめ 

C-S-H 系早強剤（ACX）および新規高性能減水剤（SPA）を併用したコンクリートは，従来の高性能減水剤（SPC）

を用いたコンクリートに比べて初期強度発現性に優れ，且つ長期的な強度増進効果が高いことを確認した． 
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図-4 圧縮強度試験結果（蒸気養生）             図-6 SPC に対する強度差（蒸気養生） 

図-5 圧縮強度試験結果（標準養生）             図-7 SPC に対する強度差（蒸気養生） 
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